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   会報 創刊号 

（旧安房南高校第一校舎）                 ２０１８．３．１２ 

 

【 会 員 募 集 中 】   年会費 1,000 円 

ゆうちょ銀行 振替払込  ００２７０-４-８７４３１ 

 名義：安房高等女学校木造校舎を愛する会 

・   ・   ・      

事務局：ＮＰＯ法人安房文化遺産フォーラム 

〒294-0036 千葉県館山市館山 1016  
  TEL&FAX：0470-22-8271 Ｅﾒｰﾙ awabunka@awa.or.jp  

                 
 

                 

会
長
あ
い
さ
つ 

佐
野 

ふ
さ
子 

 

 

幼
い
頃
、
田
園
風
景
の
向
こ
う
に
見
え
る

お
城
の
よ
う
な
学
校
に
憧
れ
た
も
の
で
し

た
。
念
願
叶
っ
て
入
学
で
き
た
と
き
に
は
天

に
も
昇
る
よ
う
な
う
れ
し
さ
で
し
た
。
ど
き

ど
き
し
な
が
ら
、
制
服
に
身
を
包
み
、
校
舎

に
足
を
踏
み
入
れ
た
日
の
こ
と
を
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
私
が
も
っ
と
も
感
動
し
た
の
は
、

階
段
の
や
さ
し
さ
で
す
。
昇
り
降
り
し
や
す

い
高
さ
と
、
衝
撃
の
少
な
い
柔
ら
か
さ
に
は
、

設
計
者
の
配
慮
に
愛
情
を
感
じ
、
こ
の
思
い

は
今
な
お
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

由
緒
あ
る
母
校
が
統
廃
合
と
な
り
、
と
て

も
さ
み
し
い
思
い
を
し
て
お
り
ま
し
た
と

こ
ろ
、
美
し
い
歴
史
建
造
物
を
地
域
の
誇
り

と
し
て
後
世
に
継
承
し
た
い
と
願
う
皆
さ

ん
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
千
葉
県
教
育
委
員
会
と
安
房
高

校
の
許
可
を
得
て
、
草
刈
り
や
掃
除
を
し
、

卒
業
生
や
旧
職
員
の
み
な
ら
ず
、
他
校
の
卒

業
生
や
遠
方
か
ら
駆
け
つ
け
た
方
々
な
ど

が
、
暑
い
夏
の
早
朝
か
ら
活
動
に
加
わ
っ
て

下
さ
い
ま
し
た
。
校
舎
や
庭
が
息
を
吹
き
返

す
様
子
に
気
持
ち
が
弾
み
、
ぬ
か
袋
で
廊
下

を
磨
い
た
少
女
時
代
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
安
房
地
域
に
の
こ
る
文
化

遺
産
の
保
存
・
活
用
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、

忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
歴
史
を
ひ
も
と
い
て

調
査
・
記
録
し
、
そ
の
価
値
を
多
く
の
方
々

と
分
か
ち
合
っ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
お
力
を
貸
し
て
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
に
存
じ
ま
す
。 

（
第
７
回
卒
業
生
・
元
同
窓
芳
誼
会
会
長
） 

愛
す
る
会 

設
立 

 

１
９
８
０
年
代
、
木
造
校
舎
は
次
々
と
壊

さ
れ
、
建
て
直
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
時

代
の
流
れ
に
逆
行
し
、
千
葉
県
立
安
房
南
高

校
の
中
村
浩
校
長
は
、
木
造
校
舎
を
活
用
し

な
が
ら
残
す
こ
と
を
英
断
し
た
。
１
９
９
５

年
、
正
面
玄
関
を
含
む
第
一
校
舎
が
県
指
定

有
形
文
化
財
と
な
っ
た
。
中
村
校
長
の
先
見

の
明
は
表
敬
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

２
０
０
８
年
、
同
校
は
創
立
百
年
の
歴
史

を
閉
じ
、
安
房
高
校
と
の
統
合
に
よ
り
幕
を

下
ろ
し
た
。
ほ
と
ん
ど
活
用
さ
れ
て
い
な
い

が
、
人
間
で
い
え
ば
、今
年
米
寿
を
迎
え
る
。

全
国
的
に
み
て
も
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。 

閉
校
後
、
校
舎
の
利
活
用
を
考
え
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
美
術
展
な
ど
を
市
民
有
志
が

開
催
し
て
き
た
。
10
年
目
を
迎
え
た
昨
春

よ
り
、
同
校
元
教
員
の
愛
沢
伸
雄
氏
や
水
上

順
義
氏
、
文
化
財
建
造
物
修
復
の
榮
山
慶
二

氏
ら
の
呼
び
か
け
で
、
卒
業
生
や
市
民
ら
が

話
し
合
い
を
重
ね
、
環
境
整
備
を
行
っ
た
。 

 

10
月
1
日
、「
安
房
高
等
女
学
校
木
造
校

舎
を
愛
す
る
会
」
が
発
足
し
た
。
会
の
名
称

は
、
旧
安
房
南
高
校
で
な
く
、
あ
え
て
「
安

房
高
等
女
学
校
木
造
校
舎
を
愛
す
る
会
」
と

し
た
。
命
名
者
は
精
神
科
医
の
渡
辺
克
雄
氏
。

「
文
化
財
の
木
造
校
舎
は
、
高
等
女
学
校
の

女
学
生
が
通
っ
た
レ
ト
ロ
な
イ
メ
ー
ジ
。
現

代
社
会
で
心
が
疲
れ
た
人
た
ち
も
、
こ
の
校

舎
に
集
え
ば
本
来
の
自
分
ら
し
い
生
き
方

を
取
り
戻
せ
る
と
思
う
」
と
語
る
。 

第
３
回
卒
業
生
で
人
形
劇
団
「
貝
の
火
」

主
宰
の
伊
東
万
里
子
氏
は
、「
木
造
校
舎
は

文
化
財
建
物
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
魂
を
も

ち
人
格
を
も
つ
存
在
だ
と
い
え
る
。
だ
か
ら

人
を
育
て
る
場
と
し
て
使
い
続
け
て
、
こ
れ

か
ら
も
校
舎
を
育
て
て
い
き
た
い
。
人
形
劇

や
芸
術
の
情
操
教
育
を
や
り
た
い
」
と
語
る
。 

 

内
閣
府
の
地
域
活
性
化
伝
道
師
で
も
あ

る
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
浅
尾

均
氏
は
、「
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
木
造
校

舎
を
空
き
校
舎
に
し
て
お
く
の
は
も
っ
た

い
な
い
し
、
建
物
も
傷
む
ば
か
り
だ
。
文
化

や
芸
術
や
歴
史
な
ど
、
人
び
と
が
得
意
分
野

を
活
か
し
、
国
内
外
の
人
び
と
が
集
い
学
び

合
え
る
場
な
ど
と
し
て
活
か
せ
れ
ば
、
さ
ら

に
校
舎
は
輝
く
だ
ろ
う
」
と
語
る
。 

安
房
高
等
女
学
校
の
卒
業
生
に
限
ら
ず
、

美
し
い
木
造
校
舎
を
愛
す
る
者
が
あ
い
寄

り
、
会
員
は
す
で
に
170
名
を
超
え
た
。 

見
学
会 

 

毎
秋
、
千
葉
県
教
育
委
員
会
と
安
房
高
校

の
主
催
で
見
学
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
当
会

で
は
、
夏
よ
り
草
刈
や
掃
除
を
数
回
行
い
、

当
日
の
お
手
伝
い
な
ど
を
協
力
し
た
。 

当
会
の
事
務
局
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
安

房
文
化
遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
戦
争
遺
跡

の
赤
山
地
下
壕
跡
や
、
青
木
繁
「
海
の
幸
」

記
念
館
・
小
谷
家
住
宅
な
ど
「
館
山
ま
る
ご

と
博
物
館
」
め
ぐ
り
の
一
環
と
し
て
、
同
校

木
造
校
舎
の
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
る
。 

11
月
10
日
に
は
館
山
総
合
高
校
１
年
生

130
名
が
「
観
光
の
学
び
」
で
見
学
し
、
伝
統

的
な
「
ぬ
か
雑
巾
」
も
体
験
し
た
。
2
月
5

日
に
は
我
孫
子
市
教
育
委
員
会
か
ら
市
民

ガ
イ
ド
24
名
、
3
月
7
日
に
は
館
山
市 

那
古
地
区
公
民
館
よ
り
22
名
が
来
訪
し 

見
学
ツ
ア
ー
を
行
っ
た
。 
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【こんにちは。役員紹介です】 

＊会 長    佐野ふさ子   ＊副会長     幸田右子、杉田敏子 

＊事務局長 愛沢伸雄     ＊事務局次長 池田恵美子 

＊運営委員 浅尾均、和泉純子、小谷美紀、加藤喜久夫、金子麻美 

川戸美音子、河辺智美、関和美、松井啓悟、渡辺克雄 

＊監 査   佐野妙子、水上順義 

＊顧 問    榮山慶二、高橋澄子、半澤糸子、本間トシエ、渡邉澄子 
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木
造
校
舎
の
魅
力 

船
田 

正
廣 

 

か
つ
て
安
房
高
等
女
学
校
で
あ
っ
た
時

代
、
周
辺
の
水
田
に
影
を
映
し
、
清
楚
に
建

っ
た
姿
は
、
女
子
教
育
並
び
に
郷
土
文
化
の

殿
堂
に
相
応
し
い
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な

い
。
玄
関
前
に
立
っ
て
見
上
げ
る
と
、
三
角

屋
根
が
そ
そ
り
た
つ
塔
の
よ
う
に
見
え
る
。

大
き
く
羽
を
広
げ
た
白
鳥
の
よ
う
に
伸
び

や
か
な
両
翼
の
先
端
部
に
、
直
角
に
交
わ
る

軸
を
持
っ
て
い
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。
建
物

の
厚
み
と
奥
行
き
を
充
分
暗
示
さ
せ
、
人
を

包
み
込
ん
で
安
心
感
を
与
え
て
い
る
。 

管
理
棟
外
壁
部
の
「
洗
い
出
し
」
と
い
う

技
法
の
装
飾
や
、
玄
関
内
部
の
漆
喰
技
術
、

天
井
か
ら
壁
部
の
垂
直
面
に
か
け
て
湾
曲

す
る
蛇
腹
仕
上
げ
な
ど
、
大
変
む
ず
か
し
い

技
巧
だ
と
い
う
。
天
井
裏
に
は
継
ぎ
目
の
な

い
長
尺
材
が
使
わ
れ
て
お
り
、
輸
入
米
材
の

書
付
が
あ
っ
た
と
い
う
話
だ
。
本
校
を
建
て

る
た
め
に
、
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
大
木
材

を
、
関
東
大
震
災
直
後
の
大
正
期
か
ら
準
備

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
教
育
に
寄

せ
る
並
々
な
ら
ぬ
計
画
と
思
わ
ざ
る
を
得

な
い
。 

玄
関
扉
は
、
19
㎝
四
方
の
小
さ
な
正
方

形
ガ
ラ
ス
が
36
枚
ず
つ
は
め
ら
れ
て
い
る
。

１
枚
１
枚
が
み
な
別
々
に
入
れ
て
あ
り
、
気

の
遠
く
な
る
よ
う
な
仕
事
で
あ
る
。
玄
関
内

部
に
あ
る
明
か
り
採
り
の
「
は
め
ご
ろ
し
窓
」

を
は
じ
め
、
各
所
に
正
方
形
と
ダ
イ
ヤ
形
の

意
匠
を
感
じ
る
と
る
こ
と
が
で
き
る
。 

建
物
内
部
は
広
く
長
い
廊
下
が
、
伝
統
的

に
磨
か
れ
て
光
り
、
心
地
よ
い
。
天
井
も
高

く
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
。
階
段
は
勾
配
が
緩

や
か
で
、
ゆ
っ
た
り
配
列
さ
れ
た
欄
干
の
装

飾
が
美
し
い
。
支
柱
の
頭
頂
部
を
宝
形
に
カ

ッ
ト
し
、
そ
の
下
を
厚
細
材
で
鉢
巻
き
状
に

回
し
擬
宝
珠
を
表
し
て
い
る
。
角
材
は
面
取

り
さ
れ
丸
や
か
な
仕
上
が
り
で
、
歩
行
す
る

時
に
触
れ
る
と
優
し
い
感
触
で
あ
る
。
配
慮

が
行
き
届
い
た
工
夫
や
材
料
処
理
が
さ
れ
、

使
い
込
ん
だ
木
の
輝
き
と
飾
り
過
ぎ
な
い

装
飾
が
ほ
ど
よ
い
。
住
ん
で
い
る
人
間
が
そ

の
家
の
価
値
を
識
る
こ
と
は
、
文
化
の
一
部

で
あ
る
。（
同
校
元
美
術
教
師
・
・
彫
刻
家
） 

  

                  
 
 
 
 

版
画
作
品
：
松
川
佐
世
子 

 
 
 
 

 

（
安
房
南
高
校
第
14
回
卒
業
） 

             

映
画
や
ド
ラ
マ
の
撮
影
に 

 

旧
安
房
南
高
校
を
舞
台
に
、
多
く
の
映
画

や
ド
ラ
マ
の
話
題
作
が
撮
影
さ
れ
て
き
た
。 

・
１
９
５
８
年
：
映
画
『
嵐
の
中
を
突
っ 

走
れ
』、
体
育
教
師
役
で
石
原
裕
次
郎
主
演
。 

・
２
０
０
８
年
：
ド
ラ
マ
『
鹿
男
あ
を
に 

よ
し
』（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）、
綾
瀬
は
る
か
出
演
。 

・
２
０
１
４
年
：
映
画
『
ふ
し
ぎ
な
岬
の 

物
語
』、
吉
永
小
百
合
主
演
。 

・
２
０
１
６
年
：
ド
ラ
マ
『
わ
た
し
を
離
さ

な
い
で
』（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受

賞
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
原
作
、
綾
瀬
は
る
か

主
演
の
話
題
作
。 

・
２
０
１
７
年
：
ド
ラ
マ
『
ト
ッ
ト
ち
ゃ

ん
！
』（
テ
レ
ビ
朝
日
）
、
黒
柳
徹
子
の
半
生

が
テ
ー
マ
。 

5
月
20
日
（
日
）
10
時
よ
り
学
習
調
査

活
動
の
一
環
と
し
て
、
映
画
『
嵐
の
中
を
突

っ
走
れ
』
を
上
映
す
る
。（
会
員
限
定
） 

 

                              

【木造校舎を愛する会】 当面のスケジュール 2018 

＊４月８日（日） 

8:30～ 草刈・そうじ 

10:00～ 意見交換会 

＊５月２０日（日）  

   8:30～ そうじ・設営   9:30～ 開場 

10:00～ 学習会：映画『嵐の中を突っ走れ』 

       参加費無料（会員限定・スリッパ持参） 

 お友達にもぜひ入会をお誘いください。 

【会員募集中】 年会費 1,000 円 

ゆうちょ銀行 振替払込 ００２７０-４-８７４３１ 

名義：安房高等女学校木造校舎を愛する会 

懐
か
し
い
写
真
・
資
料
や
日
記
、
思
い
出
の

投
稿
な
ど
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 


